
同志社大学理工会会報
同志社大学理工会（同志社大学理工学部同窓会）は，SNS等を活用した情報発信や効果的な広報活動を実施し，
また卒業生が同志社人であることを幸せに感じる大学であり続けるため，在学生との交流，卒業生同志の
交流など生涯にわたって絆を深めるための活動を展開していきます．　ALL DOSHISHA’ VISION2025 ブランド戦略の展開 Vol. 26Vol. 26Vol. 26
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今回，DoKoネット26号+（プラス）をお送りしました．
今後とも理工会活動運営についてのご協力をお願い申しあげます．
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総会・リユニオンの最新情報は，理工会ホームページにてご確認ください.
（http://dokonet.doshisha.ac.jp/）

同志社クローバー祭2018理工会総会・リユニオン講演会

［ 略　　歴 ］
平成14年４月　同志社大学 工学部 機能分子工学科　助教授
平成17年４月　同志社大学 工学部 機能分子工学科　教授
平成20年４月　同志社大学 理工学部 機能分子・生命化学科　教授（改組）
現在に至る
平成27年２月より電気化学会電池技術委員会 委員長
［ 研究内容 ］
「固体高分子形燃料電池用高活性白金触媒の開発」
（2008～14 NEDO低白金化技術プロジェクト、2015～19 NEDO
先進低白金化技術開発プロジェクト）
「次世代リチウムイオン電池負極材料、電解液の開発」
「アンモニアを燃料とする固体酸化物燃料電池の開発」
［ 受　　賞 ］
平成13年11月　電池技術委員会賞
「AFMによるグラファイト負極上での表面皮膜形成反応の解析」
平成23年３月　電気化学会学術賞
「リチウムイオン電池・燃料電池の電極反応解析および高機能化に関する研究」

地球温暖化ガス排出削減を狙って自動車の電動化が急速に進められている．
一般的には電気自動車と燃料電池自動車はライバルのように考えられており，
現時点では電気自動車優勢と考える人が多くなってきているが，本当にそうであろうか？
本講演では電気自動車，燃料電池自動車の開発状況を概説し，
その将来性を予測するとともに，本学における電気自動車用蓄電池，
燃料電池用触媒開発への取り組みを紹介する．
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京田辺キャンパス
・ＪＲ「同志社前」駅下車 徒歩約10分
・近鉄「興戸」駅下車 徒歩約15分
・近鉄「新田辺」駅下車 バス約 8 分
・近鉄「三山木」駅下車 バス約 5 分
  （同志社大学デイヴィス記念館行き 理工学部前下車）

〈問い合わせ先〉 
同志社大学 理工会（理工学部同窓会）事務局

主催：理工会（理工学部同窓会）　
協賛：同志社理工学会

13：00~14：00 総　　　会（恵道館106教室）
14：30~16：00 公開講演会（恵道館106教室）
17：00~19：00 懇　親　会（食堂・購買棟1階 FUJIYA）
 （受付 16：30 ~）［参加費：2,000円］

2018年 11月3日（土・祝）
京田辺キャンパス　クローバー祭と同時開催
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① Nissan LEAF

③ Nissan LEAF バッテリー

鱗片状シリコン負極

白金コアシェル触媒

①②③ Nissan LEAF
（出典：日産自動車ホームページより）

④ Honda CLARITY FUEL CELL
（出典：ホンダ自動車ホームページより）
⑤⑥ Toyota MIRAI
（出典：トヨタ自動車ホームページより）
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プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力も向上し，過
去，多くの卒業生が就職し，日立製作所，NEC，NTT関連企業な
どの企業で活躍しています．多くのOBの方が研究室を訪問しま
す．� （ゼミ同窓会委員　辰己 友亮）

超高周波工学研究室

　本研究室では，近年様々な分野で注目されている
マイクロ波に関する研究を行っています．具体的には，
衛星通信用アンテナや高周波ファルタの設計や解析
を行っています．研究としては，自作プログラムやシ
ミュレーションソフトを用いており，ネットワークアナ
ライザ等による測定も行っています．私たちはこれらの研究によ
り通信分野の発展に貢献しています．昨年度は，私の研究室から
2017 ISAPにおいて，Student Paper Awardを受賞した方もい
ます．今年度も2018 ISAPやPIERS，電子情報通信学会など，数
多くの学会に留学生を含め研究室一同，積極的に参加しています．
　また本研究室は就職活動にも力を入れており，今年はJR東海，

サントリーホールディングス，村田
製作所など幅広い分野への内定も
決まっています．OB・OGの方々と
の親交も深く，現在でも連絡を取り
合って遊ぶほど仲が良いです．先輩
方と深く関わり刺激を受けながら研
究や就活に励み，時には楽しく遊べ
るところが本研究室の強みです．

� （ゼミ同窓会委員　村本 和幸・若林 遼）

機械要素・トライボロジー研究室

　機械要素・トライボジー研究室では，トライボロ
ジーという主に摩擦・潤滑の分野を専攻し，各種車両
や飛行機など動く機械を対象として研究を行っていま
す．機械システムには，部品同士が接触して相対運動
する摺動部が必ず存在し，その摺動部で摩擦が生じ
ています．機械システムの高効率化が求められる現代社会におい
て，トライボロジー分野の究明は，注目すべき課題といえます．
　本研究室では，現在45名の学生が所属し，材料班，潤滑班，解
析班に分かれ，基礎・開発・応用研究に力を注いでいます．また学
内研究だけでなく，学外での研究発表会に活発に参加しています．

電気工学科
電子工学科

キーワード：インフラストラクチャ，パワーエレクトロニクス，光・電子回路システム，情報通信
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機械システム工学科
エネルギー機械工学科

キーワード：材料，金属，構造，加工，熱流体，動力，設計，振動・制御，生産システム・メカトロニクス

研究室
11全

機械工学専攻大学院

内田 玲

応用メディア情報研究室

　応用メディア情報研究室では，情報技術を活かして人をHappy
にすることを目標に研究を行っています．具体的には，「情報工
学」と「人にかかわる何か」を組み合わせたシステムを構築，その
システムの有用性を検証，検証で得られた知見をシステムに活か
し再検証……と，システム構築と検証を繰り返し行うことで，人
にとってのより良いシステムの開発を目指しています．研究テーマ
は決められておらず，研究はテーマの模索からスタートします．グ
ループではなく個人で研究を進めるため自由度は高いですが，そ
の分，研究室に所属している全員が責任感を強く持って研究に取
り組んでいます．
　我々の研究室の特長は，個人単位で研究しているにもかかわら
ず，相談や議論がしやすい環境が整っている点です．誰かが研究
に行き詰まった時には，先生・先輩・後輩関係なく，みんなで議
論し，意見を交換し合います．自分の研究だけでなく，いろいろな
人の研究について共に議論することで，研究に対する考えが深ま
り，自分の研究の改善点も発見できるのではないかと考えていま
す．� （ゼミ同窓会委員　糸川 萌・加納 大地）

ネットワーク情報システム研究室

　私たち Network Information Systems Laboratory（ネッ
トワーク情報システム研究室，NISLab）は，“The Network 
CONNECTS the People” を基本コンセプトとし，パソコンや
大型計算機から，身の回りの家電や自動車などの組込みシステム
まで，ネットワークによりコンピュータを融合し，いつでも，どこ
でも，誰もが利用可能なコンピューティング環境を提供できる情
報システムの構築を目指しています．
　定期的にグループおよび研究室全体でミーティングを開催し，
相互の研究内容を理解し，ディスカッションします．特定の書籍を
グループ内で購読しその内容を発表し合うことで，その分野の技
術を深く学びます．また，英語論文を読んで内容を紹介すること
で，英語の購読能力をつけます．自分の研究について発表するこ
とで，研究内容を文書にまとめる能力，発表によるプレゼン能力
を培います．研究開発の進め方から人材育成までの様々なジャン
ルのビデオの定期的視聴を通して，将来の就職活動などに備えて
一般教養をつけるとともに基礎知識を深めます．
　また，特定分野の基礎知識や研究に関する応用能力に加えて，

インテリジェント情報工学科
情報システムデザイン学科

キーワード：情報システム，知的処理，人工知能，進化適応型自動車運転支援システム

研究室
11全

情報工学専攻大学院

今どきの研究室ゼミ同窓会委員から

DoKoネット vol.26+



今年度では，関西トライボセミナーという研究発表会を主催として
担い，準備を進めています．そして，研究だけでなく，野球大会や
フットサル大会，定期的な食事会もみんなで仲良く行っています．
　研究は主に学生が主体となって取り組んでいますが，日々積極
的に先生と議論を交え，互いに切磋琢磨した研究室生活を送って
います．� （ゼミ同窓会委員　佐々木 悠斗・内田 玲）

生産システムデザイン研究室

　私たちの研究室はFA（ファクトリオートメーション）とデジタル
技術を基本としてデザイン設計・試作から生産システム・プロセ
ス解明までの広い視野を持って研究を行っています．研究内容と
しては，ヒト型ロボットを用いて楽器を演奏するための協調動作
の研究や竹繊維を用いた新素材歯車の開発，ビッグデータから必
要な情報を選び取るための新たなデータマイニング手法の提案な
どの分野を取り扱っており，どの研究も学生が主体となり，学生
らしく自由な発想をもって研究に取り組んでいます．本研究室に
は留学生も多く所属しており，学生同士で互いに議論を交わすこ
とで，研究に対する国際的な幅広い考え方に触れることのできる
場にもなっています．定期的に行われる進捗報告会などで先生方
と議論を交える機会も設けられており，学生として研究に意欲的
に取り組める環境が整っています．また，日々の研究活動の合間
に休息を兼ねた親睦会やゼミ旅行等のイベントも開催されていま
す．� （ゼミ同窓会委員　上野山 征宏・尾崎 信利）

生体機能化学研究室

　生体機能化学研究室では，生体内の機能色素であるポルフィリ
ンやその類縁化合物であるサブフタロシアニンなどの生化学への

機能分子・生命化学科
化学システム創成工学科

キーワード： 機能性物質，バイオテクノロジー，マテリアル・プロセスデザイン，化学システム

研究室
14全

応用化学専攻大学院

応用や，太陽電池への応用などを研究しています．特に，これらの
色素分子を並べることにより半導体などの電子材料として応用で
きるのではないかと考え，超分子や液晶の立場から検討していま
す．また，バイオセラミックスである骨，歯の生合成を参考にして
新しい有機―無機ハイブリッド機械材料を開発することにも取り
組んでいます．水溶性高分子とヒドロキシアパタイトの複合体の
合成や複合体粉体の成形方法を工夫することにより，高靱性な材
料の開発に取り組んでいます．さらに，無機結晶の表面と有機物
の界面での相互作用や吸着についても研究し，そこで起こる基本
的な反応や相互作用を明らかにしようとしています．
� （ゼミ同窓会委員　倉田 昌典・衣笠 健太郎）

分子化学工学研究室

　本研究室では，“強い非平衡下でおこる現象” から機能的な化
学システムを構築する研究を行っています．例えば，油水界面や
固体壁面と界面の接触線で起こる化学反応で液体が動き出すこ
とがあります．生物のような動き・機能を示すメカニズムを解明
することで，生物のような動的性質を示す化学システムの開発に
つながる可能性のある研究を行っています．これは一例に過ぎず，
その他にも本研究室では様々な対象について研究をしており，ま
たそれら現象のシミュレーションも行っています．このためには
広範な知識が必要であり，そのため自身で学ぶことは勿論のこ
と，先輩方ならびに学生間でのコミュニュケーションが活発に行
われています．このような雰囲気のもと，研究に関する意見や疑
問も日頃から気軽に話し合える環境になっています．また，本研
究室では研究進捗に関する定期的な議論のほかに，週一でゼミが
開かれ大学院生が教員や学生に向けて自身の研究進捗を発表す
る場があります．このため，日頃から学生は研究に対して意識を
向け，思考する機会が多く，研究が学会で評価され賞を頂くこと
も多いです．
　本研究室では研究を通して，物事への向き合い方，仲間との協
力の仕方など，研究以外にも社会に出た時に必要となることも学
べる良い場だと考えています．
� （ゼミ同窓会委員　村田 弘太郎・柿本 一朗）

お悔やみ
理工会第3代会長　坂口一彦 名誉教授（83）が，去る�
平成30年7月21日，永眠されました．ここに慎んで�
ご冥福をお祈り申し上げます．

vol.26+ DoKoネット

D e p a r t m e n t s【学科・研究室紹介】



同志社大学 理工学会・理工会（理工学部同窓会）

ホームページアドレス

http://dokonet.doshisha.ac.jp/
同志社大学ホームページアドレス
http://www.doshisha.ac.jp/

同志社大学理工会会報 ─ DoKoネット26号+ 2018年９月28日 発行
発 行 者：同志社大学理工会 会長　橋詰源治　　
編集委員：森本護・藤井繁信・林田弘・坂口富規・大窪和也・大枝正人
理工会（理工学部同窓会）事務局　TEL：0774-65 -6219　FAX：0774-65 -6850
　〒610-0321　京田辺市多々羅都谷 1-3　同志社大学理工学部内
　Eメールアドレス　dkk@mail.doshisha.ac.jp
東京支部事務局
　Eメールアドレス　dkkt@doshisha- tokyo-alumni.jp
印刷：大枝印刷株式会社　TEL：06-6381 -3395　FAX：06-6318 -2000

理 工 会 活 動

お　　名　　前： （必ずご記入ください）

　　　　　　　　　　□ 卒 業 生　　　□ 教 職 員　（どちらかにチェックをしてください）

学科，卒・修年：　　　　　　　　　　　学 科　　　　　　　　　　年 卒業・修了（必ずご記入ください）

現　　住　　所：〒

電　話　番　号：

Ｆ Ａ Ｘ 番 号：

Ｅ - M a i l ：

理工会（理工学部同窓会）総会・リユニオン 参加申込書

総会・リユニオン 活性化事業

13：00～14：00　 総　　会（恵道館106教室）
　　〈議 事〉 １．2017年度事業報告
　　　　　　 ２．2017年度会計報告
　　　　　　 ３．2018年度事業計画および予算
　　　　　　 ４．その他

14：30～16：00　 講 演 会（恵道館106教室）
　　 演題 「どうなる？ 自動車の電動化
 ─ 主流は電気自動車か，燃料電池自動車か？」
　　 講師　同志社大学 理工学部 機能分子・生命化学科　
 教授　稲 葉　 稔

17：00～19：00　 懇 親 会（食堂・購買棟１階 FUJIYA）
　　 （16：30～ 受付）参加費：2,000円

10：30～12：30　  第２回 博士情報交換会
　　　　　　　　　（理化学館１階 第一会議室）

〈ご参加の博士後期課程修了の皆様〉
 電気系 山邊 信彦 氏　2011年度修了　パナソニック㈱
  　演題『博士課程の研究と企業での働き方』
 機械系 馬　 　雷 氏　2018年度修了　㈱堀場エステック
  　演題『入社１年目の気持ち』
 化学系 唐杉 慶一 氏　2013年度修了　㈱カネカ
  　演題『研究者×ビジネスマン=∞の可能性』

14：00～16：30頃  女子会（電気系実験実習棟）
〈電子工作〉 スマートフォンやiPadの音楽をスピーカーで楽しめる
『オーディオ用アンプ』を作ります．スピーカー２個付き！

【お申し込み先】 FAX：0774-65-6850    E-Mail：dkk@mail.doshisha.ac.jp

必要事項を記載の上，FAXまたはE-Mailにて申し込み先までお送りください．
なお，懇親会は京田辺 FUJIYAで行います．参加費は当日徴収させていただきます．

申込書にご記入いただきます個人情報につきましては，参加者の把握，大学相互利用の使用以外の目的に利用しないことを申し添えます．

　今年度は同志社クローバー祭に合わせ，京田辺キャンパスにて理工会（理工
学部同窓会）総会・リユニオンを開催致します．
　当日は，理工学部 機能分子・生命化学科教授の稲葉稔先生の講演会も予定して
おりますので，是非とも多数ご参加賜りますよう，お願い方々ご案内申し上げます．
　なお，ご出席いただける方及び「理工学部70年史」ご希望の方は，お手数ですが
下記申込書により，事務局までお知らせいただきましたら幸いでございます．

11月 3日
京田辺キャンパス

2018年
（土・祝）

総　　会
（無 料）

講 演 会
（無 料）

懇 親 会
（参加費 2,000円）

70年史希望
（無 料）

冊 子 ・ Ｃ Ｄ ・ 両 方
（いずれかに〇をお付け下さい）

参加される項目に
○印をご記入ください．


